
 

 

 

 
 

 
    

 

 

「全国ＧＩＡＨＳの集い inぎふ」について 
 

国内の世界農業遺産認定地域の関係者が一堂に会し、その保全・活用・継承について情

報交換を行い、広域的な連携の輪を広げるとともに、「長良川システム」の意義や流域の

魅力をＰＲするため、県と世界農業遺産「清流長良川の鮎」推進協議会（玉田 和浩 会長）

の共催で「全国ＧＩＡＨＳの集いinぎふ」を下記のとおり開催します。 

 

記 

 

１ 日 時 等 

平成３０年１０月１０日（水）・１１日（木） 

【第１日目（１０月１０日（水））】 

○世界農業遺産広域連携推進会議 １３：３０～１４：３０ 

 認定地域を有する１０県の担当者が情報交換等を行う 

 

○Ｊ－ＧＩＡＨＳネットワーク会議 １３：３０～１４：３０ 

認定地域の５５市町村の担当者が情報交換等を行う 

 

○世界農業遺産国際シンポジウム 一般参加行事 １５：００～１７：００ 

    世界農業遺産のセカンドステージをテーマとしたシンポジウム（別紙参照） 

 

○ＧＩＡＨＳ地域交流会 １８：００～２０：００ 

   国内認定地域の食材を使った料理メニューなどを提供 

 

【第２日目（１０月１１日（木））】 

○「清流長良川の鮎」エクスカーション ８：００～１５：００ 

    長良川流域の世界農業遺産関連施設等を巡るエクスカーションを４コース実施 

 

 【１０月１０日（水）・１１日（木）】 

○世界農業遺産マルシェ １０：００～１７：００ 

ＪＲ岐阜駅周辺において、認定地域の特産品等を販売 

 

 

２ 場 所  

第１日目 会議、シンポジウム・地域交流会：岐阜グランドホテル（岐阜市長良648） 

第２日目 エクスカーション：長良川流域４（岐阜、関、美濃、郡上）市内の各所 

２日間 マルシェ：ＪＲ岐阜駅周辺 
 

 

平成３０年９月１１日（火） 岐阜県発表資料 

担当課 担当係 担当者 電話番号 

里川振興課 里川振興係 河尻・藤井 

内線 2892、2912 

直通 058-272-8455 

FAX 058-278-2695 



別 紙 
 

一般参加可能イベント 

 

世界農業遺産国際シンポジウム 

～ＧＩＡＨＳのセカンドステージを考える～ 

 

○日 時 １０月１０日（水） １５：００～１７：００ 

○場 所 岐阜グランドホテル 西館Ｂ１Ｆ「ロイヤルシアター」 

○出席者 国内認定地域関係者及び一般参加者等 約４００名 

○次 第 

・主催者あいさつ 知事 
 

・来賓あいさつ 
 

・基調講演 

演題 「これからのＧＩＡＨＳの向かうべき方向（仮題）」 

  講師 Ｍ・チャールズ・ボリコ 国連食糧農業機関（ＦＡＯ）駐日連絡事務所長 
 

・テーマ別セッション 

①テーマ「Communication（情報共有）」 

演題 「ＧＩＡＨＳの価値の共有と持続可能なツーリズムの展開（仮題）」 

講師 青木 辰司 東洋大学名誉教授／農林水産省世界農業遺産等専門家会議委員 
 

②テーマ「Collaboration（協働）」 

演題 「水産を対象としたＧＩＡＨＳの事例と連携（仮題）」 

  講師 八木 信行 東京大学大学院教授／農林水産省世界農業遺産等専門家会議委員 
 

③テーマ「Contribution（貢献）」 

演題 「フィリピン・イフガオ棚田との交流と里山マイスター制度の移転（仮題）」 

   講師 中村 浩二 金沢大学客員教授／東アジア農業遺産(ERAHS)学会日本議長 
 

・総括  八木 信行 東京大学大学院教授 
 

 

 

 

世界農業遺産／Globally Important Agricultural Heritage Systems（GIAHS：ジアス） 
 

・その土地の環境を生かした伝統的な農林水産業や、生物多様性が守られた土地利用、農村文
化や農村景観などが一体となり、維持保全が図られている世界的に重要な地域を後世に引き
継ぐことを目的として、2002年に FAOが創設。 

 

・現在の認定地域は世界 21か国 52地域。国内は「清流長良川の鮎（2015.12認定）」のほか、
石川県能登、新潟県佐渡、静岡県掛川周辺、熊本県阿蘇、大分県国東半島宇佐、和歌山県み
なべ・田辺、宮崎県高千穂郷・椎葉山、宮城県大崎、静岡県わさび栽培、徳島県にし阿波、
計 11地域。 



 

 

世界農業遺産国際シンポジウム 講師プロフィール 
 

基調講演 
 

Ｍ・チャールズ・ボリコ 
国際連合食糧農業機関（ＦＡＯ）駐日連絡事務所長 

 

コンゴ民主共和国出身。１９９０年に来日し、名古屋大学大学院国際開発研究

科で博士号取得。１年ほど同大学講師の後、１９９７年からＦＡＯに勤務。ニ

ューヨーク連絡事務所や本部勤務を経て、２０１３年から駐日連絡事務所初の

外国人所長として着任。ＦＡＯでの勤務の傍ら客員教授として母国コンゴ民主

共和国・カトリック大学で教鞭も執る。 

 

 

テーマ別セッション 

 

青木 辰司（あおき しんじ） 
東洋大学名誉教授 

農林水産省世界農業遺産等専門家会議委員 

 

専門分野は農村社会学、環境社会学等。環境共生の社会学の視点から、日本型

の都市農村関係構築について実践的な提案を展開。最近は政府の農泊政策の定

着に向けてグリーン・ツーリズムの理念を踏まえた、持続可能なツーリズムの

具現化のための、品質保証の制度化に向けた実践研究などに取り組む。 

 

 

八木 信行（やぎ のぶゆき） 
東京大学大学院農学生命科学研究科教授 

農林水産省世界農業遺産等専門家会議委員 

 

農林水産省入省後、外務省、水産庁勤務などを経て現職。専門は漁業経済学、

海洋政策論。生物多様性と経済開発、経済効率性と地域社会、環境と貿易など、

対立的になりがちな論点を分析し、人間と自然との関係について理解すること

を研究目標とする。 

 

 

中村 浩二（なかむら こうじ） 
金沢大学客員教授（名誉教授） 

東アジア農業遺産学会（ＥＲＡＨＳ
エ ラ ス

）日本議長 

 

世界農業遺産「能登の里山里海」において活躍。能登里山里海マイスター育成

プログラムを実施中。世界農業遺産「フィリピン・イフガオ棚田」との交流と

して、ノウハウを「イフガオ里山マイスター養成事業」に「移転」の取組みを

実施。 

 

 

 


